
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

告

示

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た
め
の
医
療
機
関
を
指
定
し
た
件

二
六

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

二
六

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
介
護
扶
助
等
の
た
め
の
介
護
機
関
を
指
定
し
た
件

二
六

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
し
た
件

二
七

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件
八
件

二
七

○
市
街
地
再
開
発
組
合
の
定
款
及
び
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
件

二
九

公

告

○
職
員
表
彰
を
実
施
し
た
件

三
〇

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

三
〇

○
都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
関
係
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
件

三
〇

告

示

福
島
県
告
示
第
百
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ

せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

医
療
法
人
社
団
新
生
会

佐
藤

会
津
若
松
市
西
栄
町
三
―
一
五

令
和
二
年
一
二

医
院

月
一
日

な
ご
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ

田
村
郡
三
春
町
大
字
熊
耳
字
上
荒
井
一
九

令
和
二
年
一
一

ク

九
―
一

月
一
日

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
百
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
事
業

を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

名

称

所

在

地

廃
止
年
月
日

医
療
法
人
社
団
新
生
会

佐
藤

会
津
若
松
市
西
栄
町
二
―
二
七

令
和
二
年
一
一

医
院

月
三
〇
日

西
山
医
院

田
村
郡
三
春
町
字
御
免
町
一
七
九

令
和
二
年
一
〇

月
三
一
日

（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
百
五
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
（
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
介
護
扶
助
及
び
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居

宅
介
護
若
し
く
は
居
宅
介
護
支
援
計
画
の
作
成
、
福
祉
用
具
の
給
付
、
介
護
予
防
若
し
く
は
介
護
予
防

支
援
計
画
の
作
成
又
は
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
給
付
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

事
業
所
の

事
業
所
の

事
業
者
の

事
業
者
の
主
た
る

サ
ー
ビ
ス

指
定
年
月
日

名

称

所

在

地

名

称

事
務
所
の
所
在
地

の
種
類

───────────────────────────────────────────────────────────
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ア
ッ
プ
ル
薬

相
馬
市
中
村

株
式
会
社
ア
ッ

東
京
都
江
戸
川
区

令
和
三
年
一

居
宅
療
養

局
相
馬
店

字
川
沼
三
〇

プ
ル
ケ
ア
ネ
ッ

西
小
岩
五
丁
目
一

月
一
日

管
理
指
導

八

ト

八
―
六

介
護
予

防
居
宅
療

養
管
理
指

導

訪
問
介
護
事

須
賀
川
市
坂

株
式
会
社
ク

須
賀
川
市
陣
場
町

令
和
三
年
一

訪
問
介
護

業
所
ク
ロ
ー

の
上
町
一
―

ロ
ー
バ
ー

一
〇
八

月
八
日

バ
ー

一

あ
お
ぞ
ら
居

須
賀
川
市
台

佐
藤

都

須
賀
川
市
台
一
六
―

令
和
三
年
一

居
宅
介
護

宅
介
護
支
援

一
六
―
一

一

月
四
日

支
援
事
業

事
業
所

介
護
予

防
支
援
事

業

デ
イ
サ
ー
ビ

喜
多
方
市
経

医
療
法
人
手

喜
多
方
市
花
園
五

令
和
三
年
一

地
域
密
着

ス
フ
ラ
ワ
ー

壇
四
五
―
一

代
木
医
院

月
一
二
日

型
通
所
介

ガ
ー
デ
ン

護
（
社
会
福
祉
課
）

福
島
県
告
示
第
百
六
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
真
野

地
区
に
係
る
県
営
農
山
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
）
を
行
う
た
め
の
土
地
改

良
事
業
計
画
を
変
更
し
た
。
こ
の
変
更
後
の
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

令
和
三
年
一
月
二
十
七
日
か
ら
（
二
十
日
間
）

同

年
二
月
十
五
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

南
相
馬
市
役
所

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
百
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
会
津
郡
南
会
津
町
糸
沢
字
鴉
窪
四
一
〇
六
か
ら
四
一
〇
八
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
南
会
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
南
会
津
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
百
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
会
津
郡
下
郷
町
大
字
湯
野
上
字
掃
川
山
乙
一
一
一
三
の
五

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
下
郷
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

───────────────────────────────────────────────────────────
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（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
下
郷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
百
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
会
津
郡
下
郷
町
大
字
湯
野
上
字
宇
津
沢
山
乙
四
二
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
下
郷
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
下
郷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
百
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
会
津
郡
下
郷
町
大
字
湯
野
上
字
長
畑
山
乙
四
二
二
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
下
郷
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
下
郷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
百
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
会
津
郡
下
郷
町
大
字
戸
赤
字
倉
骨
八
三
四
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
八
三
四

の
五

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養
か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
下
郷
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林

林
業
総
室
森
林
保
全
課
及
び
下
郷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
百
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
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南
会
津
郡
下
郷
町
大
字
高
陦
字
東
上
甲
一
五
〇
九
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
下
郷
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
下
郷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
百
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
会
津
郡
南
会
津
町
川
島
字
曽
良
窪
二
〇
一
八
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
南
会
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
南
会
津
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
百
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

南
会
津
郡
南
会
津
町
長
野
字
松
島
一
七
三
二
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
南
会
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
南
会
津
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
百
十
五
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
街

地
再
開
発
組
合
の
定
款
及
び
事
業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

組
合
の
名
称

い
わ
き
駅
並
木
通
り
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

二

事
業
施
行
期
間

令
和
元
年
七
月
九
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

い
わ
き
市
平
字
田
町
の
一
部
の
区
域

四

事
務
所
の
所
在
地

い
わ
き
市
平
字
材
木
町
四
十
六
番
地

五

設
立
認
可
の
年
月
日

令
和
元
年
七
月
九
日

六

事
業
施
行
予
定
期
間
の
変
更
の
内
容

変
更
前

令
和
元
年
七
月
九
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

変
更
後

令
和
元
年
七
月
九
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

変
更
認
可
の
年
月
日
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令
和
三
年
一
月
十
四
日

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

公

告

公
告
第
十
三
号

令
和
三
年
一
月
二
十
五
日
に
次
の
と
お
り
職
員
表
彰
を
実
施
し
た
の
で
、
福
島
県
職
員
表
彰
規
程
（
昭

和
三
十
五
年
福
島
県
訓
令
第
五
十
三
号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一
１

表
彰
を
受
け
た
者

福
島
県
食
品
生
活
衛
生
課

主
査

門
馬

直
太

２

事
績
の
概
要

平
成
三
十
年
に
本
県
に
お
い
て
多
発
し
た
ア
ニ
サ
キ
ス
食
中
毒
の
発
生
原
因
を
解
明
し
た
こ
と

に
よ
り
食
の
安
全
の
推
進
に
貢
献
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
１

表
彰
を
受
け
た
者

福
島
県
農
業
担
い
手
課

主
任
主
査

松
澤

保

２

事
績
の
概
要

東
日
本
大
震
災
に
対
応
し
た
放
射
性
物
質
対
策
と
営
農
再
開
に
向
け
た
支
援
技
術
実
証
に
取
り

組
み
被
災
地
で
起
き
て
い
る
畜
産
業
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
１

表
彰
を
受
け
た
者

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

生
産
環
境
部
長
兼
流
通
加
工
科
長

三
浦

𠮷
則

２

事
績
の
概
要

水
田
に
お
け
る
メ
タ
ン
発
生
の
抑
制
に
関
す
る
研
究
に
先
駆
的
に
取
り
組
み
「
秋
耕
に
よ
る
稲

わ
ら
鋤
込
み
法
」
の
有
効
性
を
立
証
し
農
業
分
野
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
抑
制
に
貢
献

し
た
も
の
で
あ
る
。

（
人

事

課
）

公
告
第
十
四
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
、
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

土
地
改
良
区
の
名
称

会
津
若
松
市
湊
土
地
改
良
区

退
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

中
島

武
三

会
津
若
松
市
湊
町
大
字
平
潟
字
経
沢
七
九
番
地

同

市
原

光
雄

同

市
湊
町
大
字
静
潟
字
鵜
ノ
浦
七
二
番
地

同

佐
藤

公

同

市
湊
町
大
字
原
字
新
橋
一
四
五
番
地

同

齋
藤

誠

同

市
湊
町
大
字
共
和
字
東
原
九
〇
番
地

同

齋
藤

正
衛

同

市
湊
町
大
字
赤
井
字
赤
井
七
九
番
地

同

日
下
部

勝
文

同

市
湊
町
大
字
原
字
家
ノ
西
一
六
〇
番
地
の
一

同

齋
藤

満

同

市
河
東
町
八
田
字
東
箕
輪
九
五
番
地

同

加
藤

武

同

市
湊
町
大
字
赤
井
字
四
ツ
谷
三
二
九
番
地

同

阿
部

孝
二

同

市
湊
町
大
字
共
和
字
西
田
面
二
七
四
番
地

同

鈴
木

衛

同

市
湊
町
大
字
平
潟
字
東
田
面
一
〇
二
番
地

同

大
越

博

同

市
湊
町
大
字
静
潟
字
打
越
一
六
〇
番
地

監
事

齋
藤

眞
須
美

同

市
湊
町
大
字
共
和
字
上
馬
渡
四
二
八
番
地

同

相
原

孝
志

同

市
湊
町
大
字
平
潟
字
堰
場
三
二
番
地

同

佐
々
木

正

同

市
湊
町
大
字
赤
井
字
笹
山
原
一
二
七
番
地

就
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

中
島

武
三

会
津
若
松
市
湊
町
大
字
平
潟
字
経
沢
七
九
番
地

同

市
原

光
雄

同

市
湊
町
大
字
静
潟
字
鵜
ノ
浦
七
二
番
地

同

佐
藤

公

同

市
湊
町
大
字
原
字
新
橋
一
四
五
番
地

同

日
下
部

勝
文

同

市
湊
町
大
字
原
字
家
ノ
西
一
六
〇
番
地
の
一

同

齋
藤

正
衛

同

市
湊
町
大
字
赤
井
字
赤
井
七
九
番
地

同

佐
々
木

正

同

市
湊
町
大
字
赤
井
字
笹
山
原
一
二
七
番
地

同

阿
部

孝
二

同

市
湊
町
大
字
共
和
字
西
田
面
二
七
四
番
地

同

大
越

博

同

市
湊
町
大
字
静
潟
字
打
越
一
六
〇
番
地

同

林

邦
彦

同

市
河
東
町
八
田
字
下
ノ
家
四
四
六
番
地
二

同

齋
藤

一
明

同

市
湊
町
大
字
共
和
字
下
馬
渡
八
八
番
地

同

瀧
田

信
登

同

市
湊
町
大
字
平
潟
字
東
田
面
五
五
番
地

監
事

齋
藤

眞
須
美

同

市
湊
町
大
字
共
和
字
上
馬
渡
四
二
八
番
地

同

相
原

孝
志

同

市
湊
町
大
字
平
潟
字
堰
場
三
二
番
地

同

吉
崎

浩
一

同

市
湊
町
大
字
赤
井
字
屋
敷
一
番
地

（
農
村
計
画
課
）

公
告
第
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
で
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
福
島
市
か
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画
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園
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変
更
に
係
る
関
係
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書
の
写
し
の
送
付
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受
け
た
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。
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縦
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に
供
す
る
図
書

総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画
書
の
写
し
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